
かながわの養豚と高座豚 
日本の近代養豚の始まり 

 日本における近代の養豚は、150 年ほど前の開国から始まり、特に神奈川県では、開港地横

浜をかかえ、居留地の外国人を対象に養豚が始まったといわれています。 
 

神奈川県の養豚 

 旧高座郡（現在の寒川町・綾瀬市・海老名市・相模原市・座間市・茅ヶ

崎市・藤沢市・大和市）は火山灰質の土が推積した相模台地で、畑作が中

心でしたが、その中でもサツマイモの栽培に適し、生産も盛んでした。こ

のサツマイモのツルやくず芋を中心とした野菜の残さが豚の飼料として活

用できること、農家の副収入になること、ふんが良質の堆肥になることが

あり、明治・大正にかけて養豚が盛んとなりました（鹿児島の黒豚のように、サツマイモの産

地は豚の名産地といえます）。 

 旧高座郡を中心に生産された豚は、昭和の初期には、味や肉質の良さから「高座豚」として

全国的に知られるようになりました。この頃に飼養されていたのは「中ヨークシャー種」です。

第二次世界大戦中は飼養頭数が減りましたが、戦後再び盛んに飼育されました。 
しかし昭和 30 年代（1950 年代後半）以降は、身体が小

さく肉量が少ない・肥育期間が長くかかるという特徴か

ら、大型で発育の早い品種、「大ヨークシャー種」や「ラ

ンドレース種」への転換が進み、昭和 40 年代後半（1970

年代）にはその数が再び激減してしまいました。 
 

その後、味や肉質が根強く愛される中ヨークシャー種

の復活に取り組む農家の努力により、昭和 60 年代以降再

び中ヨークシャー種を利用した豚肉が生産されるように

なりました。 

 現在の神奈川県では、大ヨークシャー種やランドレー

ス種を用いた養豚が主体ですが、これらの養豚農家も、

神奈川の養豚の長い歴史に培われた高い技術で、良質な

豚肉を生産しています。 
 

神奈川県内のブランド豚肉 
 神奈川県内にはたくさんのブランド豚肉

があります。それぞれ工夫とこだわりを持

って生産された質の高い豚肉です。 

県内のブランド豚肉については、(社)神

奈川県養豚協会発行のパンフレット（右）

や(社)神奈川県畜産会のホームページ「か

ながわ畜産ひろば」をご覧いただき、色々

なブランド肉を楽しんでみてはいかがでし

ょうか？ かながわ畜産ひろば 検索 

神奈川県畜産技術センターで飼養 

する中ヨークシャー種（雌） 
特徴：中型で鼻がしゃくれている 

(社)神奈川県養豚協会作成のパンフレット→ 


